
第
一
部
で
は
、
傍
聴
者
含
め

一
一
五
名
の
参
加
の
も
と
、
鈴

木
裕
司
総
代
、
齋
藤
幸
子
総
代

を
議
長
に
選
出
し
た
後
、
日
本

医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
連
合

会
の
今
井
好
一
常
務
理
事
に
よ

る
「
組
合
員
参
加
の
あ
り
方
へ

の
提
言
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
全
国
的
課
題
に

な
っ
て
い
る
組
合
員
担
い
手
の

高
齢
化
、
班
会
や
支
部
行
事
に

参
加
す
る
男
性
組
合
員
が
少
な

い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
他
生

協
の
機
知
に
と
ん
だ
取
組
み
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

世
界
の
ど
こ
で
も
や
っ
て
い
な

い
生
協
の
班
会
は
極
め
て
特
徴

的
で
、
今
希
薄
に
な
っ
て
い
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
最
も
効
果
的
と
な
る
も
の
と

し
て
自
信
を
も
っ
て
今
後
も
維

持
・
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
け

ば
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
充
た
す

こ
と
に
な
る
等
、
こ
れ
か
ら
の

組
合
員
活
動
に
有
意
義
と
な
る

講
演
で
し
た
。

第
二
部
で
は
五
つ
の
議
案
全

て
が
賛
成
多
数
で
採
決
。
安
齋

秀
男
総
代
よ
り
総
代
会
決
議

『
も
う
沈
黙
や
寡
黙
を
美
徳
と

し
て
は
い
け
な
い
！
』
が
提
案

さ
れ
、
拍
手
を
も
っ
て
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

浜
通
り
医
療
生
活
協
同
組
合

理
事
長

菅
家

　
　
新

理
事
長
あ
い
さ
つ

先
日
、
医
福

連
よ
り
「
医
療

福
祉
生
協
に
お

け
る
組
合
員
参

加
の
あ
り
方
提
言
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
〜
み
ん
な
で
「
健

康
づ
く
り
」
や
「
た
す
け
あ
い
」

の
活
動
を
発
展
さ
せ
て
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
ひ
ろ
げ
組
合
員

参
加
を
よ
り
豊
か
に
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
「
医
療
福
祉
生

協
の
い
の
ち
の
憲
章
」
に
も
と

づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
！
〜
（
一
部
抜
粋
）
組

合
員
参
加
を
考
え
る
場
合
に
大

切
に
し
た
い
視
点
の
一
つ
と
し

て
「
と
も
に
学
ぶ
」
こ
と
の
大

切
さ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
提
言
」
は
回
答
で
は

な
く
、
各
生
協
が
考
え
る
た
め

の
材
料
を
示
し
て
お
り
、
自
分

た
ち
が
取
り
組
む
た
め
の
課
題

を
見
出
し
て
い
く
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
「
提
言
」
の
学
習
を
幅
広
く

実
施
し
、
将
来
の
「
浜
通
り
医

療
生
協
」
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
支
部
の
空
白
地
域
で

あ
る
小
名
浜
と
平
に
支
部
を
作

ろ
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
焦
ら
ず
可
能
性
を
追

求
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
活
動
し
て
い
る
支
部
や
班

活
動
に
つ
い
て
は
担
い
手
づ
く

り
を
意
識
的
に
継
続
し
て
活
動

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

春
休
み
に
岡
小
名
・
湘
南
台

地
区
で
「
子
ど
も
食
堂
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
単
に
子
ど
も
達

へ
食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
自
主
的
な
学
習
の
時
間
や

集
団
遊
び
文
化
的
な
遊
び
を
取

り
入
れ
た
企
画
で
し
た
。
今
後
、

子
ど
も
た
ち
同
士
の
成
長
な
ど

を
見
守
る
事
が
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
や
、
そ
れ
に
関
わ
る
保

護
者
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
更

に
広
が
れ
ば
「
た
す
け
あ
い
」

の
活
動
を
発
展
さ
せ
地
域
の
つ

な
が
り
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
提
言
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
中
止
が
続
い
て
い
た
「
健
康

ま
つ
り
」
の
再
開
に
む
け
て
議

論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
私
た
ち
の
生
協
活
動
に
明
る

い
光
を
射
す
も
の
で
す
。
あ
せ

ら
ず
に
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高

騰
、
貧
困
・
格
差
の
拡
大
、
気

候
危
機
、
防
衛
費
の
増
額
、
戦

争
、
な
ど
と
私
た
ち
の
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
に
反
す
る
事
ば
か

り
が
進
展
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
に
厳
し
い
社
会
情
勢
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
活

動
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

学
習
と
活
動
の
両
輪
で
、
生

き
が
い
と
希
望
の
持
て
る
社
会

の
実
現
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
組
合
員
同
士
、

豊
か
な
協
同
を
は
か
り
な
が
ら
、

健
康
的
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康で住み続けられるまちづくりを
地域のみなさんと共に創意工夫をもって

第３次
「中期計画」
「経営計画」

第46回 通常総代会

2024年６月29日、第46回通常総代会をいわき新舞子ハイツにて開催しました

会場ではメモを取るなど熱心に聞き入る姿が見受けられました

2024年7・8月　第281号1

憲法第九条
戦争の放棄

１ 　日本国民は、正義と秩序を基
調とする国際平和を誠実に希求
し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力の行使は、
国際紛争を解決する手段として
は、永久にこれを放棄する。
２ 　前項の目的を達するため、陸
海空軍その他の戦力は、これを
保持しない。国の交戦権は、こ
れを認めない。

発行　浜通り医療生活協同組合　　編集　機関紙編集委員会
〒971－8151 いわき市小名浜岡小名字山ノ神40

組織部 92-3099　FAX 92-3105
ホームページ　https://www.hamadori-coop.jp

一人は万人のために、万人は一人のために

2024 年 7・8月　第 281号

浜通り医療生協ニュース
私たちの現況

（2024年5月31日現在）

組 合 員 数

出資金総額

一人当たりの平均

14,128人

5億4,563万円

35,713円



第
46
回
通
常
総
代
会
報
告

議
決
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

二
〇
二
三
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
・
剰

余
金
処
分
並
び
に
監
査
報
告

國
井
専
務
理
事
が
議
案
を
一
括

提
案
し
た
。

第
２
号
議
案

二
〇
二
四
年
度

事
業
計
画
・
予
算

１
、
組
合
員
活
動

⑴
各
地
域
・
地
区
の
人
口
10
％

を
目
標
に
し
た
仲
間
ふ
や
し

や
担
い
手
づ
く
り
、
支
部
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

⑵
安
定
・
継
続
し
た
活
動
を
維

持
す
る
た
め
、
出
資
金
目
標

を
六
億
円
に
設
定
し
、
中
期

三
年
間
で
純
増
三
、〇
〇
〇

万
円
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
各
地
域
・
地
区
の
他
団
体
・

グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
の

た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

⑷
各
地
域
・
地
区
で
求
め
ら
れ

る
組
合
員
活
動
や
事
業
の
実

現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
、
た
ま
り
場
づ

く
り
、
啓
発
活
動
、
生
活
支

援
、
よ
ろ
ず
相
談
等
。

⑸
平
和
を
ま
も
り
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

憲
法
改
悪
、
社
会
保
障
シ
ス

テ
ム
の
解
体
に
断
固
反
対
し

ま
す
。

２
、
医
療
・
介
護
活
動

⑴
経
営
改
善
を
強
力
に
す
す

め
、
経
営
基
盤
確
立
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

⑵
介
護
事
業
所
の
再
編
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑶
事
業
拡
大
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

⑷
管
理
体
制
の
再
編
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

⑸
地
域
連
携
、
医
療
、
介
護
の

連
携
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

⑹
在
宅
医
療
・
介
護
・
支
援
の

強
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

⑺
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と

す
る
職
員
の
確
保
・
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑻
社
会
福
祉
法
人
「
虹
の
会
」

と
の
更
な
る
連
携
強
化
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

⑼
平
和
を
ま
も
り
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

二
〇
二
三
年
度

仲
間
ふ
や
し
表
彰

（
支
部
・
個
人
）

経
営
計
画

（
二
〇
二
四
年
〜
二
〇
二
八
年
）

第
46
回

総
代
会
で
選
任
さ
れ
た

理
事
・
監
事
紹
介

退
任
理
事
挨
拶

●
支
部
の
部
（
30
人
以
上
）

四
倉
支
部

江
名
支
部

泉
支
部

●
支
部
の
部

（
自
主
目
標
２
項
目
達
成
）

久
世
原
・
中
山
支
部

玉
川
支
部

岡
小
名
・
湘
南
台
支
部

●
個
人
の
部
（
５
人
以
上
）

※
敬
称
略

順
不
同

四
倉
支
部

榊
原

清
隆

鈴
木　
　

裕

大
和
田

博

渡
辺

義
郎

久
世
原
・
中
山
支
部

本
藤
と
し
子

内
郷
・
好
間
支
部

馬
上

勇
孝

常
磐
・
遠
野
支
部

鈴
木

範
子

玉
川
支
部

矢
吹

淑
子

神
白
支
部

左
近
司
愛
子

江
名
支
部

吉
田　
　

實

佐
藤

一
郎

関
口
多
賀
子

泉
支
部

白
土

直
美

岡
崎

邦
子

今
泉
千
佳
子

酒
井
美
津
子

白
土

忠
男

理
事
長

菅
家　
　

新

副
理
事
長

鈴
木

英
司

副
理
事
長

本
藤
と
し
子

副
理
事
長

長
谷
部

弘

専
務
理
事

國
井

勝
義

理　
　

事

阿
部

直
美
／
天
野

ゆ
み

石
山　
　

淳
／
岩
井

眞
美

遠
藤　
　

剛
／
大
平

泰
之

１
、
医
福
連
や
民
医
連
の
方
針

に
沿
っ
て
、
進
め
て
行
き
ま

す
。

２
、
必
要
利
益
確
保
に
向
け

て
、
事
業
収
益
の
拡
大
と
事

業
利
益
確
保
の
た
め
、
事
業

再
編
を
含
め
、
組
織
編
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

３
、
組
合
員
拡
大
と
継
続
し
た

出
資
金
増
資
活
動
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

４
、
健
全
な
経
営
を
目
指
し
、短

期
借
入
金
の
返
済
計
画
の
策

定
と
実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
、
全
職
員
・
組
合
員
参
加
の

開
か
れ
た
経
営
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

第
３
号
議
案

役
員
報
酬
決
定

の
件理

事
二
七
名
、
監
事
五
名
の

報
酬
総
額
範
囲
を
決
定
。
総
額

範
囲
内
に
お
け
る
各
役
員
報
酬

額
、
支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
、
理
事
会
、
監
事

会
に
一
任
。

第
４
号
議
案

役
員
選
任
の
件

理
事
及
び
監
事
全
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
選
任
を
実
施
。

現
任
理
事
・
監
事
の
再
任
他
、

新
任
理
事
に
二
名
就
任
。
理
事

の
遠
藤
利
恵
子
氏
、
坂
本
す
み

子
氏
が
任
期
満
了
で
退
任
と

な
っ
た
。

第
５
号
議
案

議
案
決
議
効
力

発
生
の
件

各
議
決
に
関
し
て
、
誤
字
等

修
正
す
べ
き
事
項
が
あ
っ
た
場

合
、
提
案
の
趣
旨
に
反
し
な
い

範
囲
で
字
句
等
の
修
正
を
行
う

事
を
理
事
会
に
一
任
。

岡
小
名
支
部

齋
藤

幸
子

勿
来
支
部

国
政

啓
子

東
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他
地
域

岩
佐

常
子

職　
　

員

山
添

幸
恵
／
藤
原
砂
由
利

槙　
　

秀
子
／
原
田
こ
ず
え

藤
原

清
子
／
松
野
み
ど
り

蛭
田

裕
美
／
鬼
山

陽
子

新
妻

詢
子
／
坂
本

尚
子

渡
邉
麻
依
子
／
黒
須

茂
樹

小
林

順
子
／
遠
藤

実
穂

栗
林

篤
美
／
渡
辺

杏
里

吉
田

和
枝
／
下
藤

一
行

工
藤

史
雄
／
立
石

淳
子

佐
藤

志
保
／
佐
藤

賢
人

中
村

文
乃

工
藤

滋
子
／
坂
本

康
一

左
近
司
愛
子
／
白
土

忠
男

鈴
木

範
子
／
関
口
多
賀
子

田
村

知
秀
／
中
野

好
美

藤
田

淳
三
／
松
澤

秀
一

松
本

洋
子
／
宮
内
眞
佐
子

吉
田　
　

力
／
渡
辺

義
郎

新　
　

任

工
藤

史
雄
／
松
原

尚
子

監　
　

事

坂
本

昭
夫
／
酒
井

勝
雄

島
田
栄
次
郎
／
松
原

恭
祐

遠
藤

喜
一

▼
遠
藤
利
恵
子
氏

三
〇
年
前
、
私
の
難
病
の
治

療
を
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
頼

り
に
な
る
病
院
で
い
て
欲
し
い

で
す
。

▼
坂
本
す
み
子
氏

退
職
後
、
岡
小
名
・
湘
南
台

支
部
の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
未
来
あ
る
子
供

達
の
為
子
供
食
堂
を
こ
の
先
も

続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

上記のとおり報告いたします。
　2024年６月29日

浜通り医療生活協同組合　　　
理事長　菅家　　新

第56期浜通り医療生活協同組合
損 益 計 算 書

自 2023年４月１日～至 2024年３月31日
単位：千円

【経常損益】
〔事業損益の部〕
　事業収益 1,966,240
　事業費用 1,801,477
　　事業総剰余金 164,763
　本部費 157,619
　　事業剰余金 7,144
〔事業外損益の部〕
　事業外収益 45,970
　事業外費用 9,457
　　経常剰余金 43,657
【特別利益】
特別利益 2,024
特別損失 1,790
　税引前当期余剰金 43,891
　法人税等 14,754
　当期剰余金 29,137
　前期繰越剰余金 1,418
　当期末処分剰余金 30,555

議案を提案する國井専務理事

議案採決の様子
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私
た
ち
検
査
科
は
検
査
技
師
４
名
・
事
務
１
名
と
少
人

数
な
職
場
で
す
。

病
院
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
担
う
業
務
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
。
普
段
か
ら
臨
床
検
査
技
師
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
？
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
今
回
は
検

査
科
の
業
務
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

業
務
は
大
き
く
分
け
る
と

検
体
検
査
・
生
理
機
能
検
査

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

検
体
検
査

患
者
さ
ん
か
ら

採
取
し
た
血
液
や
尿
な
ど
を

「
検
体
」
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
成
分
を
分
析
し
て
体

の
状
態
を
調
べ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

生
理
機
能
検
査

直
接
患
者

さ
ん
の
体
に
触
れ
て
医
療
機

器
を
使
い
な
が
ら
行
う
検
査

の
こ
と
で
す
。

小
窓
の
奥
で
ひ
っ
そ
り
と

ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
時
や
健

康
診
断
の
際
に
尿
コ
ッ
プ
が

渡
さ
れ
た
場
合
、
ト
イ
レ
の

小
窓
に
提
出
頂
く
よ
う
説
明

を
受
け
た
事
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
小
窓
の
奥
で

ひ
っ
そ
り
と
検
査
し
て
い
る

の
が
私
た
ち
、
臨
床
検
査
技

師
で
す
。
毎
日
た
く
さ
ん
の
尿

と
向
き
合
い
、
尿
糖
・
潜
血
・

蛋
白
等
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

膀
胱
炎
な
ど
の
時
に
尿
を

遠
心
分
離
（
※
１
）
し
顕
微

鏡
で
見
る
尿
沈
渣
検
査
や
尿

中
に
が
ん
細
胞
が
な
い
か
を

調
べ
る
細
胞
診
検
査
の
提
出

検
体
の
作
成
、
糖
尿
病
性
腎

症
の
早
期
発
見
の
た
め
の
尿

中
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
と

管
理

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
他
に
糖

尿
病
の
患
者
さ
ん
の
自
己
血

糖
測
定
器
の
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
と
管
理
、
新
し
く
イ
ン
ス

リ
ン
を
始
め
ら
れ
る
方
へ
の

自
己
血
糖
測
定
の
実
施
法
や

機
器
の
取
り
扱
い
、
注
意
事

項
の
ご
説
明
も
私
た
ち
検
査

科
で
対
応
致
し
ま
す
。

不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
も

大
き
な
役
割

病
院
の
生
理
検
査
室
で
は

外
来
患
者
さ
ん
や
健
診
の
超

音
波
検
査
（
腹
部
・
心
臓
・

頸
部
・
甲
状
腺
等
）
や
心
電

図
、
眼
底
、
肺
機
能
検
査
、

ホ
ル
タ
ー
心
電
図
検
査
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
患
者
さ
ん
と
直

接
関
わ
る
業
務
で
も
あ
り
、

常
に
心
掛
け
て
い
る
の
は
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
不
安
や
不
快
な

思
い
を
与
え
な
い
丁
寧
な
対

応
で
す
。
検
査
と
い
う
事
で

緊
張
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

で
す
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

受
け
て
い
た
だ
け
る
事
を
第

一
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
の

で
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ

い
。

医
師
や
職
員
と
力
を
あ
わ
せ

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
１

強
大
な
遠
心
力
を
か
け
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
試
料
を
構
成

す
る
成
分
を
分
離
ま
た
は
分
画

す
る
方
法

※
２

輸
血
前
に
患
者
と
輸
血
用
血

液
製
剤
と
の
適
合
性
を
確
認
す

る
重
要
な
検
査

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

治
療
が
必
要
か
ど
う
か
、

入
院
し
て
実
施
す
る
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
の
精
密
検
査

も
検
査
科
の
担
当
で
す
。

睡
眠
時
に
い
び
き
を
か

く
、呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
、

昼
間
眠
く
な
る
等
の
症
状
が

思
い
当
た
る
場
合
は
ま
ず
担

当
医
に
相
談
を
し
、
簡
易
検

査
を
受
け
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

技
師
の
仕
事
は
こ
の
よ
う

に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

今
後
も
皆
様
の
健
康
づ
く
り

や
治
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う

ま
た
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
で
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
持
続
陽

圧
呼
吸
療
法
）
を
実
施
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ

受
取
り
、
診
察
ま
で
の
間
に

患
者
さ
ん
が
記
録
し
て
き
た

デ
ー
タ
の
書
き
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

迅
速
な
デ
ー
タ
報
告

病
院
の
検
体
検
査
室
で

は
、
外
来
・
入
院
・
健
康
診

断
で
の
血
液
・
尿
検
体
を
複

数
の
機
器
を
使
用
し
分
析
を

行
い
、
迅
速
な
デ
ー
タ
報
告

に
努
め
て
い
ま
す
。
至
急
の

依
頼
に
は
一
般
的
な
項
目
で

採
血
か
ら
結
果
報
告
ま
で
30

分
ほ
ど
で
対
応
、
糖
尿
病
の

患
者
さ
ん
の
血
糖
・
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
で
は
検
体
到

着
後
、
最
短
５
分
で
結
果
を

報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
の
春
よ
り
、
コ
ロ
ナ
抗

原
定
量
検
査
、
肝
炎
検
査
も

開
始
し
、
患
者
さ
ん
へ
迅
速

な
報
告
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
な
輸
血
を
実

施
す
る
た
め
の
交
差
適
合
試

験
（
※
２
）
の
実
施
・
製
剤

管
理
な
ど
の
輸

血
業
務
も
検
査

技
師
の
重
要
な

仕
事
で
す
。
他

に
は
Ｈ
・
ピ
ロ

リ
の
除
菌
判
定

の
た
め
の
尿
素

呼
気
試
験
も
担

当
し
ま
す
。

技師の人数が不足しています。
私たちと一緒に働きませんか？

検体は慎重に扱います

眼底検査をしています

たくさんの線がついた機械を
取り付けて検査を行います

尿検査は多くの病気を
発見できる検査です

お預かりしたデータは
すぐ医師へ届けます

浄延寺にある格式高い門の
建築様式は？
●●●

　クイズ当選者には、まちかど健康チェックで場所
を提供していただいているマルトの商品券1,000 円
を抽選で５名に贈呈します。
　みなさまのご応募お待ちしています。
　（当選時の宛先、ご住所をお忘れなく）

〆切は 2024年８月末日 消印有効
当選発表は 283号にて

★☆読んでみてからクイズ281号☆★

応

募

先

はがきは…
971-8151
いわき市小名浜岡小名字山ノ神40
　医療生協ニュース「281号」係
電子メールは…
　info@hamadori-coop.jp
題名を「281号クイズ応募」とお願いします

279 号クイズの答え … フレイル　　当選者 … 大森由美子さん、渡邉順子さん、橋本道子さん、高橋もと子さん、鈴木球弓さん
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わ
が
ま
ち
の
お
す
す
め

地域発信

●

岡小名公園

浄延寺

2

1

諏訪神社旧祉

小名浜小野線

ペットショップ
Coo＆RIKU

●

●
小名浜
生協病院

●セリア

●エネオス

鹿
島
街
道

●いわき東
　警察署

●マルト

洋服の青山

小名浜　
第一小学校●

小名浜西●
小学校　

小名浜第一
中学校
●

マクドナルド●

焼肉
べこ壱

至  平

至 小名浜

●

4 湘南台西公園

3

岡
小
名
・
湘
南
台
支
部

第
十
回

岡
小
名
・
湘
南
台
支
部
は
小
名
浜
の
岡
小
名
地
区
と
湘
南
台
地
区
の
二
つ
の
地
域
を
活
動

地
域
と
し
浜
通
り
医
療
生
協
の
核
と
な
る
小
名
浜
生
協
病
院
の
地
元
に
あ
り
ま
す
。
生
活
に

必
要
な
公
共
施
設
や
商
業
施
設
、
病
院
、
学
校
な
ど
も
近
く
に
あ
り
と
て
も
便
利
な
環
境
に

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
支
部
で
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
場
所
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
旧
祉

青
い
鳥
居
で
有
名
な
小
名
浜
諏

訪
神
社
は
元
々
、
岡
小
名
宮
ノ
作

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
事
を
伝
え

る
記
念
碑
が
小
名
浜
第
一
中
学
校

1

の
ふ
も
と
に
立
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
諏
訪
神

社
の
例
大
祭
で
は
、
お
旅
所
祭
が

旧
址
を
正
面
に
し
て
行
わ
れ
、
岡

小
名
地
区
子
供
会
の
お
神
輿
を
大

麻
（
お
お
ぬ
さ
）
で
お
祓
い
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。
九
月
に
催
さ
れ

る
例
大
祭
夏
祭
で
は
、
五
穀
豊
穣

や
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
岡
小
名

さ
さ
ら
保
存
会
が
「
三
匹
獅
子
」

と
「
棒
さ
さ
ら
」
の
舞
を
奉
納
し

て
い
ま
す
。

岡
小
名
公
園

岡
小
名
公
園
は
住
宅
街
の
中
に

あ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
や
鉄
棒
・
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
等
の
ほ
か
に
野
球
も

楽
し
め
る
大
き
な
広
場
も
あ
り
、

い
つ
で
も
子
供
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
行
政
地
区

の
役
員
さ
ん
や
地
域
の
方
々
が
公

2

光
寿
山
立
松
院
浄浄じ

ょ
う

じ
ょ
う

延延え
ん
え
ん

寺寺じじ

岡
小
名
地
区
の
中
心
を
通
る
鹿

島
街
道
か
ら
少
し
入
る
と
、
す
ぐ

正
面
に
見
え
る
の
が
浄
延
寺
。
天

正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
創
建
の

由
緒
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
す
。

岡
小
名
・
湘
南
台
支
部
の
班
会

（
ほ
ぐ
し
班
・
毛
糸
遊
び
班
）
は

こ
ち
ら
の
一
室
を
お
借
り
し
て
活

動
し
て
お
り
、
地
域
の
方
た
ち
に

は
馴
染
み
深
い
寺
院
で
も
あ
り
ま

す
。
浄
延
寺
の
墓
地
内
入
口
に
あ

る
正
門
は
「
磐
城
十
名
門
」
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
き
た
格
式
の
高
い

四
脚
門
作
り
の
山
門
（
※
）で
す
。

4

園
内
の
花
壇
を
手
入
れ
し
季
節
毎

に
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。
お
花
を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
休
憩
が
で
き
る
東
屋
も

あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

往
時
岡
小
名
で
栄
え
た
豪
族
馬ま

上が
み

家
の
屋
敷
門
が
移
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

※

現
在
は
墓
地
の
正
門
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
本
堂
は

墓
地
区
画
に
あ
り
当
時
は
山
門
と
し

て
あ
り
ま
し
た
。
四
脚
門
は
日
本
の

門
の
建
築
様
式
の
ひ
と
つ
で
、
門
柱

の
前
後
に
控
柱
を
二
本
ず
つ
左
右
合

わ
せ
て
四
本
支
え
を
立
て
た
も
の
。

湘
南
台
西
公
園

岡
小
名
の
猿
網
か
ら
一
六
六
段

の
階
段
を
登
り
き
る
と
、
湘
南
台

西
公
園
に
辿
り
着
き
ま
す
。
こ
こ

は
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
多

く
の
車
と
人
が
避
難
し
て
き
ま
し

た
。公

園
か
ら
の
展
望
が
素
晴
ら
し

く
、
小
名
浜
の
中
心
街
、
そ
の
先

の
ア
ク
ア
マ
リ
ン
や
、
ら
・
ら
・

ミ
ュ
ウ
な
ど
が
一
望
で
き
、
遠
く

は
勿
来
方
面
や
臨
海
工
場
ま
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
の
風
物

詩
の
小
名
浜
花
火
大
会
の
時
に
は

3

沿
道
に
人
が
集
ま
っ
て
、
打
ち
上

げ
花
火
が
上
が
る
た
び
に
大
歓
声

も
あ
が
り
賑
や
か
な
夏
の
夜
に
な

り
ま
す
。

綺麗に手入れされている公園ですここまで船の汽笛が聞こえてきます

公
園
で
は
ネ
モ
フ
ィ
ラ
が
咲
い
て

い
ま
し
た

健
仁
元
年（
一
二
〇
一
年
）現
在

の
長
野
県
の
諏
訪
大
社
よ
り
御
分

霊
を
勧
請
し
岡
小
名
宮
ノ
作
の
地

に
創
建
し
た
事
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す

ご本尊は阿弥陀如来。安置されている
仏像は快慶作と伝えられています

現在の諏訪神社で行われている棒ささら

お囃子にのせて獅子が舞いました

公園では「青春班」の人達が
グラウンドゴルフを楽しんでいました

時代の波をくぐり抜けた立派な佇まい
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小名浜生協病院 ☎53-4374

付属せいきょうクリニック ☎53-4372

介護医療院 ☎53-4374

地域連携支援室 ☎53-4374

在宅福祉センター ☎92-2400

訪問看護ステーションかもめ ☎53-5190

通所リハビリテーション ☎73-8760

デイサービスセンター岡小名 ☎73-3900

ヘルパーステーション ☎92-2480

特別養護老人ホーム　にじの郷 ☎73-0266

事業所のご案内


